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草津白根火山 2018 年 1 月 23 日噴火の緊急現地調査
[ 緊急調査報告 ]

１．噴火の概要と部門の対応

活断層・火山研究部門は群馬県の草津白根火山

（図 1）の 2018 年 1 月 23 日噴火に対応し，噴火当

日から現地調査チームを派遣しました．

気象庁発表資料によると，草津白根火山の本白根

山で 1 月 23 日 10 時 02 分頃（当日は 9 時 58 分頃と

発表，後に観測データの見直しにより修正）に噴火

が発生しました．草津国際スキー場において放出さ

れた噴石による被害が生じ，爆発音も確認されまし

た．報道映像からは，鏡池の北 0.5km の鏡池北火

砕丘（名称は高橋ほか（2010）より）付近から噴火

が起こったと考えられ，北東方向に噴石や火山灰が

降下しました．本白根山で歴史記録に残っている噴

火はありません．

図 1　今回の噴火の火口範囲と降灰域．草津白根火山地
質図（1983）に地形陰影を重ねたものを切り出して作成．
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部門内の火山関係者は 11 時 20 分頃に，「草津白

根山が噴火したもよう」という NHK 報道を受け情

報収集を開始しました．当日は出張や，関東一帯の

大雪のために不在の人が多く，対応会議として招集

するほどの人数もいませんでした．ですが，563 室

の TV 前に多数集まりだし，桑原部門長も加わり，

自然と対応会議となりました．各機関の報道や気

象庁出向中の古川氏からの連絡を短時間で整理し，

噴火による被害（ケガ人及び行方不明者，草津国際

スキー場のゴンドラに噴石被弾）が発生している情

報から，噴火状況確認のため，産総研から直ちに 2

名の緊急調査チームを出すことになり，12 時 40 分

頃にはつくばを出発しました．関東の高速道路は大

雪のためにほぼ通行止めであり，また現地調査を行

うためには雪山登山の経験が必要である特殊な状

況でした．つくば滞在組は報道映像から火山灰が

どの方向にどれくらいの範囲で分布していそうか，

現地調査の戦略のためにも映像解析を急ぎました．

現地調査チームも気象庁や他機関の研究者との情

報交換を進めながら現地へと向かい，15 時頃には

草津国際スキー場の白根火山ロープウェイゴンド

ラ内で採取された火山灰を気象庁経由で入手でき

るとの情報が入りました．その試料をできるだけ

早急につくばまで運ぶために，急遽もう一名の職員

を鉄路で向かわせることにしました．噴出物を観察

し，まずどのような噴火が起こったのかを素早く発

信することは，今後の火山活動を評価して対応を決

めるための重要なミッションです．現地に到着して

いた 2 名の職員が 17 時 45 分に気象庁から火山灰試

料を受け取り（写真 1），軽井沢駅で鉄路で到着し

た職員に渡して，火山灰試料はその日のうちにつく

ばに持ち帰られました．この素早いリレーのおか

げで，噴火翌日には早朝からつくば滞在組は防災

科研の研究者とともに噴出物の解析を始め，14 時

頃には観察レポートを火山噴火予知連絡会に提出

することができました．映像解析結果や観察レポー

トを含む調査結果はホームページ（https://www.gsj.

jp/hazards/volcano/kusatsu-shirane/index.html，2018 年

2 月確認）等で随時公開しています．

２．現地降灰調査

今回の噴火でどれくらいの噴出物が放出された

のか，噴火の規模を知るためには降灰の分布調査か

ら全噴出物量を見積もることが必要です．積雪期の

噴火でも，その後の降雪や強風で，噴出物が埋没し

たり再移動したりする前に，できるだけ早く実態を

つかむことが重要です．しかし現場には，火口か

ら 2km 以内立ち入り規制や積雪による車の通行止

めもあり，アクセスしやすい場所ばかりではありま

せん．短時間でできるだけ広範囲で調査を実施する

ために，気象庁，東京工業大学草津白根火山観測所，

東京大学地震研究所，防災科学技術研究所，山梨

県富士山科学研究所，富山大学，帝京平成大学と

情報を交換して，降灰の分布調査を実施しました．

地震の規模は直後にマグニチュードが出ますが，噴

火の規模は噴出物量を現地でひとつひとつ採取し，

実験室で計量するという地味な労力を費やしたの

ちに推定できるのが現状です．そんな中で，社会か

ら速報性と正確性の両立が求められる難しさもあ

り，噴火時の各機関との協力関係がより重要になっ

ています．

噴火当日 1 月 23 日に現地に移動した 2 名は，軽

井沢にて火山灰を気象庁から受け取ったことから，

宿泊先を近隣の佐久市とし，翌日以降のために冬

山装備の調達を行いました．この頃にはつくばか

ら，1）噴火は鏡池北側，2）降灰主軸は北東～東

北東方向との情報が地図入りで届きました．そこ

で翌日の調査について，3）2km 規制区域に入らず，

写真 1　1 月 23 日 17 時 45 分に気象庁から受け取った，
白根火山ロープウェイのゴンドラ内で採取された火山灰
と噴石試料（軽井沢消防署にて撮影）
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4）降灰主軸を横断できるルートを考え，青葉山を

候補としました．できるだけ火口近傍でのデータが

噴出量見積もりのために重要だからです．つくば，

気象庁及び他機関の研究者へ，青葉山周辺で調査を

する旨を連絡しました．

1 月 24 日は 8 時に草津町入りです．まずは草津

国際スキー場の下に設けられた国道 292 号の通行許

可を得るため草津町役場へ．しかし多数の報道陣に

よる混乱で調整できずにいたところ，東工大草津白

根火山観測所から支援が得られ，気象庁と合同で，

11 時に白根山ロープウェイ山麓の青葉山レストハ

ウス（標高 1550m）に入りました（写真 2）．ここ

は火口から 2km 強で，車で青葉山に最も近づける

場所です．と同時に，捜索のため警察 / 消防関係者

が多数滞在する前線でした．青葉山へ至る直登ルー

トについて，現場を良く知るパトロールに状況確認

をしたところ，雪庇が張り出す雪崩危険場所である

ことが分かりました．現場は机上とやはり違いま

す．変更先を思案していたところ，近くに冬期のツ

アールート（渋峠～芳ヶ平ヒュッテ～草津温泉）が

あり，降灰主軸を横断できることが分かりました．

安全を確認し，そのルートに変更しました．

気象庁の 1 名と合同調査を行うことになり，標

高 1250m まで車で戻り，13 時前にスノーシューと

山スキーを用いて出発しました．ツアールートで

すが，残念ながらトレースはなく，重い膝下のラッ

セルとなりました．3 人で先頭を交代しながら 1 時

間も歩くと，ラッセル時に飛ばす雪の中に，黒い火

山灰が少しずつ混じってきました（写真 3）．降灰

分布域に入ったか，と元気が出てきます．ですが噴

火翌日で既に 20cm 近い新雪が火山灰を覆っていま

す．降雪も激しく気温もマイナス 10℃を下回って

いましたので先を急ぎつつ，時折ストックで雪の断

面を掘って目視で火山灰の最も厚い地点を探りま

した．降灰主軸と思わしき付近を通り過ぎ，14 時

45 分に最初の測定地点（GJ01）を決め，調査を行

いました（写真 4）．降灰量を推定するためには，様々

な地点の定面積の中に積もった火山灰の重さを測

写真 2　1 月 24 日 11 時頃，白根山ロープウェイ山麓の
青葉山レストハウス．捜索の前線．

写真 3　1 月 24 日，ラッセル時に雪の中に
火山灰が見えてきました．

写真 4　1 月 24 日 14 時 45 分，標高 1560m 付近の
GJ01 地点．ここでの降灰量は 351g/m2 でした．
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定します．今回の噴火では火山灰は雪に挟まれてい

るため，火山灰を含んだ雪の試料を持ち帰り水分を

蒸発させたのちに重さを計る必要があります．その

ために定面積（30cm×30cm）の中の火山灰を含ん

だ雪を採取しましたが，大量の雪を含むために大き

なビニール袋が必要でした．その日はこれ以上先に

進む時間はないと判断し，下山を開始しました．帰

りの途上で，距離が均等になるようにGJ02（写真 5），

GJ03，GJ04 地点を決めて試料を採取し，17 時に下

山しました．GJ04 地点は降灰量が極わずかだった

ので，試料採取の面積を 50cm×50cm と広げました．

そのため 20 リットルのビニール袋 2 つが雪でパン

パンになりました．

噴火翌々日 1 月 25 日には，調査前に，降灰調査

を実施している富山大，東大地震研，富士山研，気

象庁，産総研の研究者が東工大草津白根火山観測所

に集まり，最新の火山情報確認と，前日までの調査

状況共有，また今後のとりまとめ方向を話し合いま

した（写真 6）．調査の空白域をなくすことが話し

合いの主題です．改めて，地元の火山観測所で最新

の情報を得つつ，直接打ち合わせを行い，今後の展

開に関する考え方を共有する重要さを再確認しま

した．

産総研は，前日までのルートを北方に延長させ

ることとして，10 時に再び標高 1250m から出発し

ました．この日も前日の降雪のため重いラッセル

があり，思った以上に時間がかかりました．13 時

半には標高 1680m まで達したところでこれ以上先

に進む時間はないと判断し，引き返しとしました．

体力も限界でした．降灰範囲の北限を決めたかった

ですが，残念ながら標高 1680m 地点にも，雪の断

面 1m 幅に数粒子程度ですがわずかな量の降灰が認

められました．その地点から下りつつ，前日同様に

距離が均等になるように 3 ヶ所で試料を採取して，

16 時 15 分に下山しました．草津町役場に調査終了

の挨拶を行い，東工大草津白根火山観測所に降灰調

査結果の概要を報告して（写真 7），夜半につくば

へ無事戻りました．写真 5　1 月 24 日 15 時半頃，標高 1510m 付近
の GJ02 地点．ここでの降灰量はルート上で最大の
823g/m2 でした．

写真 6　1 月 25 日 8 時半頃，東工大草津白根火
山観測所にて降灰調査実施各機関（富山大 / 東
大地震研 / 富士山研 / 気象庁 / 産総研）による
打ち合わせの様子．

写真 7　産総研による 1 月 25 日調査終了時点での降灰分
布図（仮）．
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写真 8　定面積（30cm×30cm）での火山灰採取風景．
小型スコップでサンプル袋に入れている様子．袋は雪を
考慮して大きいものを用いました．1 月 25 日 14 時，標
高 1560m 付近の GJ07 地点．

今回の降灰調査は，火山灰が柔らかい上下の新雪

に挟まれ，定面積での採取が正確にできました（写

真 8）．また地図上で狙った場所での採取が可能だっ

たので，等重量線図は比較的精度良く描けました．

ですが，積雪と低温への対策は反省材料が多かった

です．防寒対策とラッセル装備はもちろんですが，

雪崩ルートの回避，頻繁にかかってくる電話とスマ

ホ操作による凍傷の危険，寒さのためのバッテリー

電圧低下，ペットボトルの中身は凍り，ノートやサ

ンプル袋へ書く指は凍え，ペンのインクもなかなか

出ず・・・，今思えば，もう少し考えて事前対策し

ておくことはできました．頻繁に行うような調査で

はありませんが，積雪期の調査を行う際にはこれら

の点にも対策が必要であることを今後の備えとし

て末尾に記しておきます．

引用文献

高橋正樹，河又久雄，安井真也，金丸龍夫（2010）

草津白根火山噴出物の全岩主化学組成－分析

データ 306 個の総括－．日大紀要，45，205-

254．

宇都浩三，早川由紀夫，荒牧重雄，小坂丈予（1983）

草津白根火山地質図．火山地質図 No.3，地質

調査所，10p．
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研究現場紹介　大規模火山噴火の解明を加速する，イオン顕微鏡
宮城磯治（大規模噴火活動研究グループ）

未経験の大規模噴火に備える

最近，草津白根山や御嶽山などの火山噴火によ

り，多くの犠牲者が出たことが記憶に新しいです

が，日本では過去にはこれらの噴火より何桁も大き

な規模の噴火が何度も起きています．地質学的な証

拠は，およそ数千年から数万年に一度の頻度で，き

わめて大規模な噴火が起きたことを示しています．

大規模噴火は，非常に多くの人命と生活に影響しま

す．

大規模噴火は，長期間かけて形成される「何百立

方キロ」もの体積をもつ巨大なマグマ溜まりによっ

て引き起こされると考えられています．いま現在

も，巨大なマグマ溜まりが地下で噴火の準備を進め

ているに違いありません．ところが私達は，マグマ

が地下のどんな深さにあって，どんな形で，どれだ

けの時間をかけて溜まり，何をきっかけに噴火する

のか，といった基本的な事さえ，十分には理解して

いません．

地下のマグマはどんな状態か ?

筆者は，マグマだまりの実状や，噴火に至った経

緯を理解するため，火山から放出されたマグマ（軽

石など）の化学組成を詳しく調べ，噴火前のマグマ

の深さ（圧力），温度，物性（粘性・密度・圧縮性），

等を推定する研究をしています．

マグマ中の揮発性成分（主に水）は，噴火前のマ

グマの深さや物性を推定するための強力な道具と

なります．マグマに溶け込める水の量は，主に圧力

の関数です．約 50MPa（地下 2km 程度）の圧力で

は約 3wt% の水が，100MPa（地下 4km 程度）では

約 4wt% の水が，マグマ（硅酸塩溶融体）に溶解し

ます（図 1）．硅酸塩溶融体は急冷されると水など

の揮発性成分を溶存したガラスになります．そのた

め噴出物中のガラスの含水量等を調べることによ

り，マグマの中に溶けていた水の量を推定し，そこ

からマグマの深さ（圧力）を見積もることが可能で

す．

噴火の際，マグマは大気圧まで減圧されますか

ら，地下のマグマに溶けていた水の大半は抜けてし

まいます．しかし斑晶（比較的大きな結晶）内に包

有された部分である「メルト包有物」は，結晶の中

に居るおかげで噴火の際の脱ガスを免れ，噴火前の

マグマに溶けていた揮発成分の情報を保存してい

ます（図 2）．斑晶メルト包有物は直径数～数百ミ

クロン程度しかない小さなもので，これに含まれる

水の量を知るには，特殊な局所分析装置が必要にな

ります．

より小さなガラスを狙え

これまでは，比較的サイズの小さなメルト包有物

の測定が困難だったので，比較的大きなものだけを

選んで測定していました．しかし大きなメルト包有
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図１　メルト（硅酸塩溶融体）の飽和含水量の圧力依存性．
温度 780℃の流紋岩質メルトの場合．水色の四角は図 3
に示した，肘折カルデラ（山形県大蔵村）の噴出物で観
察された複数の含水量の範囲を示す．
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物は特殊な条件で生じたのかもしれません．小さな

ものを測定対象から排除すれば情報が偏り，大事な

事を見過す可能性があります．ためしに誤差を承知

でチャレンジしたところ，小さなメルト包有物の

含水量は多様であることが明らかになりました（図

3；山形県大蔵村にある肘折カルデラの例；Miyagi 

et al., 2017）．比較的大きなメルト包有物の含水量は，

6% 程度でした．これに対し，比較的小さなメルト

包有物の含水量は 3-8% と多様で，それらを包有す

る結晶の種類によっても異なりました．観測された

含水量と図 1 の関係を用いて深さを推定すると，肘

折カルデラのマグマ供給系は図 4 のように上下に長

く，地下 2-4km の比較的浅い場所に数立方 km 程度

の主マグマ溜まりが存在する可能性が高いことが，

わかってきました．

図 2　2011 年の霧島火山新燃岳噴出物の，かんらん石
斑晶に観察された，メルト包有物．撮影は斉藤元治氏に
よる．

図 3　肘折カルデラの噴出物の斑晶メルト包有物の含水
量の頻度分布．「in Qz（SIMS）」：石英斑晶中の，比較
的サイズの大きなメルト包有物．以下比較的サイズの小
さなメルト包有物で，「in pl」：斜長石斑晶中のもの，「in 
opx」：斜方輝石斑晶中のもの，「in hb」：角閃石斑晶中
のもの．
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図 4　メルト包有物の含水量（図 3）と水の飽和圧力（図 1）
から推定された，肘折カルデラのマグマ供給系の深さ．
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イオン顕微鏡

昨年度末に活断層・火山研究部門に導入されたイ

オン顕微鏡は，比較的サイズの小さなメルト包有

物中の揮発性成分濃度を高い信頼性で測定するた

めの，強力な手段です（フランス・CAMECA 社製，

NanoSIMS50L）．NanoSIMS50L の外観は図 5 のとお

りです．（1）はセシウムのイオンを発生させる部

分です．このイオンを電場で加速し，電子レンズ

で細く絞ることにより，「一次イオンビーム」をつ

くります．（2）の中に試料を置きます．一次イオ

ンビームが当たった試料表面が，微細な粒子となっ

て放出されます．このうち，電気を帯びた粒子「二

次イオン」を，一次イオンと同様の方法で加速する

ことにより，二次イオンビームをつくります．今回

導入したイオン顕微鏡 NanoSIMS50L は一次イオン

として水素，炭素，酸素，といった元素を効率的に

イオン化することができるセシウムを用いており，

マグマ揮発性成分の分析に特化した仕様です．（3）

は二次イオンビームの軌道を磁場で曲げて質量ご

とに分離するための，電磁石です．（4）は二次イオ

ンを数えるための検出器が入った箱です．一列にな

らんだ検出器が質量の異なる 7 種類の二次イオンの

数を同時に計測します．イオンの質量差が小さい

場合でも隣り合う検出器がぶつかりにくいように，

厚みが 6mm しかない浜松フォトニクス製の超薄型

の電子倍増管が使われています．

NanoSIMS50L の特長は，試料表面に照射する一

次イオンビームの太さを最小 50 ナノメートル（2

万分の 1 ミリ）にまで絞れることです．従来の

SIMS（Cameca, IMS-1270）で私は 20 ミクロンの一

次イオンビームを使用していましたから，桁違いに

細いです．NanoSIMS50L はこの細いビームを試料

表面上で x-y 方向に走査して，二次イオンの二次元

像を得ます．これにより従来の SIMS 装置の特徴（高

質量分解能と高感度）を維持しながら，桁違いの解

像度で試料表面を観察し，濃度を測定することが可

能になりました．図 6 は今年度測定した，比較的大

図 6　EPMA と NanoSIMS50L により分析された，比
較的大きなメルト包有物の反射電子像．白いスケールは
10 µm．EPMA と NanoSIMS50L では数 µm 以下の範
囲の微小領域の分析が可能である．破線の円は従来使用
していた SIMS のビーム径，赤丸は本稿で述べた，比較
的小さなメルト包有物の大きさの例．

 257 

 

2.2.1-39 NanoSIMS50L (1) (2) (3)

(4)  

NanoSIMS50L 6 1

(EM) (FC)

D 22 10 220
Rmax 680 mm Rmin 145 mm

2 Mmax/58
58 1 ( 2.2.1-40)

H, 2D, 12C, 19F, 32S, 35Cl
Si O

0.63 ( 2.2.1-41)
(1) 22 (19)

(12) 264
37( )

28SiH( 29) 16OH( 17)

図 5　2016 年度末に活断層・火山研究部門に導入さ
れたイオン顕微鏡の概観（フランス・CAMECA 社製，
NanoSIMS50L）．（1）はセシウムのイオン源，（2）は
試料室，（3）は質量分離用の電磁石，（4）は二次イオン
の検出部．

きなメルト包有物の写真です．やや明るい正方形

は，NanoSIMS による分析跡です．図に示すように

EPMA による分析と同じように大きさ µm 以下の微

小の領域の分析が可能となりました．
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イオン顕微鏡の活用に向けて

イオン顕微鏡を使いこなすためには，様々な面で

の分析技術やデータの解析技術の向上も必要です．

例えばガラスの含水量分析には検量線が必要です

から，様々な組成の含水ガラスの標準試料を用意し

なければなりません．つまり含水ガラスを合成する

設備や技術が必要です．合成した含水ガラスに実際

どれだけの水が含まれるか，別途分析する必要も

あります．イオン顕微鏡の分析では，試料表面を

できる限り平らにする必要もありますから（Kita et 

al., 2009），平らに研磨する技術（Miyagi, 2017）も

重要なポイントです．これらに加え，水素は数あ

る元素のなかでも最も化学拡散が速い部類ですか

ら，噴火中～後に水素がメルト包有物から出入り

していない試料を選び出すための知識（Miyagi and 

Matsubaya, 2003）も要求されます．

2017 年度はイオン顕微鏡の初期故障と戦いつつ，

使い方を学び，検量線を作成し，阿蘇火山の噴出物

を対象に予察的な分析を行ない，興味深い結果が得

られつつあります．今後は，このイオン顕微鏡を活

用して，火山噴火の解明を加速していきたいと考え

ています．
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新人研究紹介　八代海における日奈久断層帯（海域延長部）の研究
大上隆史（地震災害予測研究グループ）

はじめに

日本列島には多数の活断層が分布しており，そ

れらの活動によって地震が繰り返されてきました．

そうした活断層による地震災害は陸上の活断層だ

けではなく，沿岸海域に分布する海底活断層によっ

ても引き起こされます．そのため，特に沿岸部にお

ける地震災害予測のためには，陸上に加えて沿岸海

域においても活断層の分布範囲や活動性を解明す

ることが必要です．海域の活断層調査では，空中写

真等による地形判読やトレンチ掘削調査に代表さ

れるような，陸上の活断層調査で一般的な手法をそ

のまま用いることができません．そのため，海域に

おいて活断層による海底の地形・地層の変形を明ら

かにするために，音波を用いた探査と海底堆積物の

採取・分析を組み合わせた手法で調査を実施してい

ます．この場をお借りして，現在取り組んでいる八

代海における海底活断層の調査についてご紹介さ

せていただきます．

調査の背景－日奈久断層帯と 2016 年熊本地震－

八代海は九州の熊本県から鹿児島県にまたがる

閉鎖的な内湾で，その海底には 2016 年熊本地震の

震源の１つである日奈久断層帯の海域延長部が分

布しています（図 1A）．日奈久断層帯は北東－南西

に延びる右横ずれ断層で，断層の北西側が相対的に

沈降する上下のずれを伴います [1]．2016 年熊本地

震の際には日奈久断層帯の北端部（高野－白旗区

間）が活動しましたが，八代平野から八代海にかけ

ての区間（日奈久区間～八代海区間）は活動しませ

んでした．これまでの調査研究で，日奈久断層帯

が最近 10,000 間に繰り返し活動してきたことがわ

かっています [1]．しかし，将来の断層活動を予測

して次の活動時期が切迫しているかを検討するた

めには，過去の断層の活動履歴を高い精度で求める

必要があります．そこで文部科学省「平成 28 年熊

本地震を踏まえた総合的な活断層調査」の一環とし

て，八代海における日奈久断層帯海域延長部の調査

を実施しています [2]．

図 1　布田川断層帯・日奈久断層帯（A）と八代海における調査対象海域の位置図（B）．A．基図は
地質図 Navi に活断層データベースと赤色立体地図（アジア航測株式会社）を表示して作成．B．破線
で囲まれた長方形の範囲は調査対象海域．丸印（黄色）は海上ボーリング掘削地点，太実線は図 2 の
断面位置を示す．GSY_5 は既存の調査測線 [3]．海底地形は日本海洋情報センターおよび日本水路協
会の資料にもとづく．
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調査対象海域と調査方法

これまでに八代海で実施された調査記録の再検

討を行って，「沖積層」が最も厚く分布する海域の

海底活断層を調査対象に選定しました（図 1B）．「沖

積層」は最近 10,000 年程度の期間に形成された最

も新しい地層で，その期間の「事件」を記録してい

ます．そのため，「沖積層」が途切れなく厚く形成

されてきた場所の地層には，最近 10,000 年間の断

層活動が精度良く記録されていることが期待され

ます．既存の探査（例えば図 1B の GSY_5 測線 [3]）

の再検討を踏まえて，今回の調査では図 1B に長方

形で示した範囲の海域を調査対象としました．

調査対象の海域において「活断層による海底の地

形・地層の変形を明らかにするための音波探査」と，

「海底の地質情報を取得するための海上ボーリング

掘削調査」を実施しました．音波探査で得られる地

形・地下構造の情報にもとづいて，海上ボーリング

による調査地点を選定します．そして，海上ボーリ

ングで得られた堆積物の情報にもとづいて，音波探

査で得られた断面を地質学的に解釈していきます．

地層が記録する上下方向の「ずれ」

音波探査で得られた垂直断面（図 2）には，海底

活断層による地層の上下方向の「ずれ」（変位）が

認識できます．また，断層による上下方向の「ずれ」

の大きさは，深い（古い）層ほど浅い（新しい）層

よりも大きいことを確認できます．堆積によって地

層が形成されている最中に断層が繰り返して動く

と，このように古い地層ほど「ずれ」が累積した構

造が発達します．

この断層を検討対象として，断層を挟む 2 地点（図

1B で黄色の丸で示した地点）で海上ボーリングを

掘削しました（図 3）．2 本の海上ボーリングはいず

れも「沖積層」を貫いています（図 3 で A1～A3 と

区分された層が「沖積層」）．ボーリングによって得

られた柱状の堆積物には，貝化石や植物化石がしば

しば含まれています．それらの貝や植物が生息し

ていた年代を放射性炭素年代測定によって求めて，

地層の形成年代を決定しました．縦軸を「海底面か

らの深さ」横軸を「地層の形成年代」として年代測

図 2　高分解能マルチチャンネル音波探査による断層を横切る垂直断面．断面位置は図 1B に
示した調査対象海域内の太実線．Offset 1830 m 付近に海底面近くまで続く断層（赤実線）
が認められ，深い地層ほどずれが大きく累積する様子がわかる．この断層を挟む 2 地点で海
上ボーリングを実施した．赤破線は海底付近まで達していない伏在断層．音波の伝播速度を
1,540 m/s と仮定して水深に換算した．
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定結果をプロットすると，図 3 のような堆積曲線を

描くことができます．この図を見ると，約 8,000 年

前を境として堆積速度（堆積曲線の傾き）に変化が

ありますが，最近の約 10,000 年間を通じてほぼ連

続的に地層（ここでは八代海の海底に堆積した内湾

泥層）が形成されてきたことが分かります．

海上ボーリングから得られた情報にもとづいて，

音波探査で得られた垂直断面を地質学的に解釈す

る作業を進めます．堆積物の垂直方向の変化は音波

探査で得られた垂直断面とよく合っていて，堆積物

が砂から泥に変化する境界は断面中の強い反射面

（図 2 にオレンジ色の線で示した反射面）に対応す

ることがわかります．また，内湾泥層中に認識でき

る比較的明瞭な反射面について，その反射面に相当

する深度の堆積年代を 2 本の海上ボーリング掘削地

点の堆積曲線から求めると，2 地点の年代は概ね一

致します（例えば図 2 に黄色と緑色の線で示した反

射面）．このことは，内湾泥層中に認識できる反射

面が同時間面（同じ時間にできた地層がつくる面）

であることを示しています．

八代海のような内湾の泥層は，海底面の小さい凹

凸を埋めて平滑面を作るように堆積すると考えら

れます．そのため，内湾泥層中の同時間面（≒反射

面）は平滑に形成され，地層形成後に断層が動くこ

とによって「ずれた」と解釈できます．既に述べ

たように，断層による「ずれ」は古い地層ほど累

積して大きくなります．連続性が良好な反射面（図

2 のオレンジ色，黄色，緑色，青色の線で示した反

射面）を抽出して，それぞれの反射面における断層

による「ずれ」の大きさを比較すると，4 回程度の「ず

れ」の累積が認められます．このことは，「沖積層」

の形成期間中に，断層活動が少なくとも 4 回繰り返

されたことを示します．これらの断層活動の時期に

ついての検討をさらに進めて，最新活動の時期や活

動間隔を明らかにしていく必要があります．

3D 探査が捉えた断層形状

以上のように，地層に記録された上下方向の「ず

れ」にもとづいて海底活断層の活動履歴の検討を進

めています．一方で，日奈久断層帯は右横ずれ断層

図 3　海上ボーリング（GS-TNK-1 および GS-TNK-2）の柱状図と堆積曲線．GS-TNK-1 では標高−28.68m 地点
から掘削深度 20 m まで，GS-TNK-2 では標高−30.19 m の地点から掘削深度 25 m までの堆積物試料を採取した．
2 本の海上ボーリングは「沖積層」（A1～A3）を貫く．堆積曲線は地層がほぼ連続的に形成されてきたことを示す．
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という特徴を持ちますが，その水平方向の「ずれ」

はどうなっているのでしょうか？また，右横ずれを

主体とする活断層において，海上ボーリングの掘削

地点はどのように位置づけられるでしょうか？

高密度で取得した音波探査データにもとづいて，

海底面下の地下構造を三次元的に捉えることがで

きます [4]．地球科学総合研究所にご協力いただき，

3D 探査データから水平方向にスライスした断面を

得ることができました（図 4．音波の往復時間で

0.055s の深度．図 2 の垂直断面に破線で示す）．3D

探査から得られたスライス断面には，かつてない空

間分解能で海底活断層の形状が捉えられていまし

た．

スライス断面（図 4）を見ると，調査海域の南部

には活動履歴を検討している海底活断層（Fault A）

が，調査北部には別の短い海底活断層（Fault B）が

認識できます．活動履歴を検討している海底活断層

A は概ね北東－南西の方向に延びていますが，海上

ボーリング掘削地点付近で右にステップしていま

す．断層がステップする区間には少なくとも２条の

断層が東西方向に延び，2 条の断層の間には凹地状

の落ち込み（Sag）が形成されています．

水平スライス断面から明らかになったこのよう

な断層形状は，横ずれ断層に特徴な構造として説明

されます [5]．右横ずれ断層の場合，断層が右にス

テップしている場所には，水平方向に張力が働きま

す（図 5）．このような場所には，何条かの正断層

タイプの断層が発達して，全体として下に落ち込む

構造が発達する場合があります．すなわち，検討対

象とした海底活断層では，右横ずれ断層が右にス

テップして，断層の北西側が構造的に下に落ち込ん

でいる，と考えることができます．

以上の検討によって，2 本の海上ボーリングを掘

削した調査対象海域は，断層沈降側が「構造的に落

ち込む」領域に位置していると解釈できます．検討

対象とした海底活断層は，既存の調査資料から推定

していたよりも複雑な断層形状を示すことがわか

りました．そして，右横ずれ断層におけるその断層

形状は，垂直断面にもとづく断層活動履歴の検出に

おいて重要な「上下方向のずれ」を顕著に生じさせ

たと推察されます．このように，高い空間分解能を

有する 3D 探査データにもとづいて，海域において

も断層形状の詳細な検討が可能であることを実証

することができました．

図 4　3D 探査データから作成した水平スライス断面．
水平スライス断面の作成範囲は図 1B に破線で囲った
長方形の範囲．深度は音波の往復時間 0.055s（水深～
42.35 ｍ）で，図 2 に破線で示した深度に対応する．ケ
バ付きの赤線は断層線（ケバのある側が沈降側）．太実
線は図 2 の垂直断面の位置を示す．

図 5　右横ずれ断層のステップ（または屈曲）に伴って
地質構造が形成されるモデル．日奈久断層帯海域部延
長部に発達する構造（図 4）は右横ずれ断層が右にス
テップ（または屈曲）した場合のモデルで説明できる．
Fossen（2016）[5] に加筆．
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おわりに

沿岸海域の活断層の分布位置や活動性について

の情報はまだ限定的であるため，今後も調査研究を

蓄積していく必要があります．海域によりますが，

本記事で紹介したように，堆積物が連続的に形成さ

れている沿岸海域では最近の約 10,000 年間を通じ

て断層活動が連続的に記録されている場合があり

ます．また，音波探査によって高品質な地下構造の

イメージを取得して，断層に伴う海底面および海底

面下浅部の変形を高い空間分解能で検討できる利

点もあります．これからも，地震災害の軽減に資す

る基礎情報を精度高く提供できるように，多様な専

門性を持つ研究者が多数集まる環境を活かして研

究を進めていきたいと考えています．

なお，上述した八代海における調査の実施にあ

たっては，周辺自治体および関係各機関の方々に大

変お世話になりました．また，現場作業およびその

後のデータ処理・解析においては，中央開発株式会

社，株式会社地球科学総合研究所，川崎地質株式会

社に多大なる御協力いただきました．ここに記して

感謝の意を表します．
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はじめに

2017 年 3 月から始まった，米国西海岸カリフォ

ルニア州メンロパーク市にある「アメリカ地質調

査所（U. S. Geological Survey，以下 USGS）」での

滞在（大坪，2017a）を無事に終え，12 月末に帰国

しました．成田空港に到着して，飛行機から降り

た時の私の第一声は「寒い！」でした．カリフォ

ルニアがとても温暖で過ごしやすい地域であった

のがよく分かりました．さて，前回は，10 月下旬

にワシントン州シアトルで開催されたアメリカ地

質学会（Geological Society of America）2017 年大会

と Post-Meeting の Yakima Folds 巡検の参加について

紹介しました（大坪，2017b）．今回は，私の USGS

在外研究報告の最終回として，ルイジアナ州ニュー

オーリンズで開催されたアメリカ地球物理学連合

（American Geophysical Union， 以 下 AGU）2017 年

大会への参加について報告します．

AGU2017 年大会

AGU はアメリカにある地球物理学の学会ですが，

地球物理学という枠を超えて地球惑星科学の広範

囲をカバーする地球惑星科学分野での世界最大規

模の学会です．AGU は毎年 12 月にサンフランシス

コで開催されていますが，サンフランシスコの会

場が現在工事で利用できないため，2017 年はアメ

リカ南部のルイジアナ州ニューオーリンズで開催

されました（写真 1，2，3）．5 日間で開催される

AGU に参加する学生・研究者は，アメリカ国内だ

けでなく，アジア，ヨーロッパ，南米，オセアニア，

と様々な地域から 2 万人とも 3 万人とも言われてい

ます．大きな学会だけあって，大規模研究プロジェ

クトの成果発表がいくつもあり，スケールの大きさ

に驚かされます．

海外滞在記　アメリカ地質調査所（USGS）での在外研究報告（その 5）：
アメリカ地球物理学連合 2017 年大会参加報告

大坪　誠（地質変動研究グループ）

写真 1　AGU2017 年大会の会場になった，ニューオー
リンズのコンベンションセンター（上）．ニューオーリ
ンズでの開催は 2017 年のみで，2018 年はワシントン
DC で開催されます．2019 年からは例年通りのサンフ
ランシスコでの開催です．学会会場のすぐそばにはミシ
シッピ川が流れています（下）．ニューオーリンズはミシ
シッピ川の河口近くの街です．

（a）

（b）

写 真 2　 学 会 会 場 で の 筆 者．AGU は American 
Geophysical Union（アメリカ地球物理学連合）の略です．
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私 は，「Fluid migration through subduction zones: 

observations and the consequences on geodynamic 

processes and natural hazards」のセッションで，ポ

スター発表「Localized fluid discharge in subduction 

zones: Insights from tension veins around an ancient 

megasplay fault (Nobeoka Thrust, SW Japan)」を行い

ました（写真 4）．ポスター発表は，学会開催中は

連日午前の部と午後の部に分かれており，私は午後

の部でした．AGU には日本から多くの研究者が参

加しており，私のアメリカでの生活や滞在中の研究

の話をしながら，私のポスター発表内容に関して

議論しました．私が発表したセッションでは，私

が USGS で研究を進めている，「応力，クラック形

成，流体移動の相互作用」に関する研究発表もあり，

発表者と議論を通じて情報交換しました．USGS 滞

在の研究成果をこの AGU で発表することができ，

さらに，AGU 参加者から発表に対して好意的なコ

メントを多くいただくことができ，大変嬉しく思っ

ています．

アメリカ滞在を終えるにあたって

USGS 滞在中の成果を論文としてまとめる作業を

滞在最後の二ヶ月間は行っていました．私と USGS

でのホストの Hardebeck 博士の間で議論を重ねなが

ら論文の内容を練り，12 月に一通り論文を書き上

げることができました．現在，USGS の研究者数名

に私たちの論文に対してコメントをいただくべく

チェックを受けている段階です．そのチェックが終

わり，Hardebeck 博士と論文原稿の最終チェック＆

修正を済ませれば，いよいよ学術雑誌に投稿する予

定です．USGS ホストとの共著論文が私の USGS 滞

在の大きな証になると考えています．

アメリカ滞在を振り返ってみると，アメリカでは

大きなストレスを感じることなく過ごすことがで

きたことをあらためて思いました．アメリカの研

究者の皆さんは，議論をする時はまずこちらの研

究に対して「Good job ！」と褒めます．それは社

交辞令ではなく，素直に，「あなたの研究を認める

よ．」という気持ちが伝わります．まずは相手の研

究を認めた上で，「ここはどうなの？」や「そこは

それでいいの？」と鋭い質問が飛んできます．どん

なに鋭くて答えづらい質問が多くあっても，こちら

の研究を認めてくれた上での質問なので，こちらに

は大きなストレスはありません．むしろ，そのよ

うな質問を通じて議論を深めることができました．

アメリカで議論をする時は，英語力はあるに越した

ことはありませんが，それよりも自分の主張を伝え

る熱い気持ちと姿勢があれば十分に相手には伝わ

ると実感しました．こちらの気持ちと姿勢が相手に

通じたことが分かる瞬間は何とも言えない充実感

がありました．

アメリカ滞在中は，カリフォルニア州に留まら

ず，オレゴン州，ワシントン州，テキサス州，マサ

チューセッツ州，ルイジアナ州に研究発表や打ち合

わせで訪問することができ，これまであまりなかっ

た海外研究者とのネットワークを築く第一歩とす

写真 3　AGU2017 年大会での筆者の名札．
所属に USGS（アメリカ地質調査所）が入っ
たこの名札は私自身にとって宝物です．

写真 4　AGU2017 年大会でのポスター発表の筆者．
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ることができました．その中で感じたことは，海外

では一歩前に出る積極性はとても大事だというこ

とです．アメリカに来て，これまでの自分の居場所

から一歩飛び出してみることのメリットをあらた

めて感じました．私自身含めて日本人によくある、

「恥ずかしいから前に出ることができない，引っ込

む姿勢」は海外では何もプラスにならないと感じま

したし，目の前のチャンスを取り逃がすことにもな

ると感じました．アメリカでは，思いや考えはハッ

キリ伝えないといけませんし，「こちらの考えを汲

み取ってくれ．．．」というのは全く通用しないと痛

感しました．アメリカに限らず海外で，「積極的に

行動する，考えをハッキリ伝える」という時に自分

の性格を変える必要はなくて，一歩前に出る勇気を

少し持つだけでかなり違うと思いました．自分の

パーソナリティを大事することは研究の独自性を

伸ばすことに繋がると強く感じたところです．

おわりに

2017 年 3 月から始まった USGS 滞在を 5 回にわ

たって紹介してきました，いかがでしたか？ USGS

滞在がいよいよ終わろうとする 12 月の半ば頃，素

直に「まだアメリカに残って研究を続けたい！」と

思いました．あっという間に感じたアメリカ滞在

は私にこれまでにない多くの知識と経験を与えて

くれました．私を快く受け入れてくれたホストの

Hardebeck 博士をはじめとする USGS 関係者の皆さ

んには本当に感謝しています（写真 5）．USGS の

皆さんの研究に対する姿勢や考え方を間近で学ぶ

ことができたことはこの上ない経験でした．この

アメリカ滞在で得た経験とネットワークを活かせ

るよう，これからの研究に精進していきたいと思っ

ています．

参考文献
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写 真 5　USGS の 入 り 口 に あ る 看 板 の 前 で 撮 っ た，
USGS 滞在中のホストである Hardebeck 博士と筆者．
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海外滞在記　University of Manchester における在外研究報告（１）
風早竜之介（マグマ活動研究グループ）

１．序文

2017 年 11 月より，11 ヶ月の予定でイギリスのマ

ンチェスター大学（University of Manchester，以下

UoM）に滞在し，在外研究を行っています．本滞

在は産総研地質分野の戦略的課題推進費によるも

のです．渡航実現まで様々な方にお世話になりまし

た．この場を借りてお礼申しあげます．本報告では

滞在してから主に 2 ヶ月の様子について紹介したい

と思います．

２．イギリスでの生活及び滞在先について

UoM はイギリスの第二都市であるマンチェス

ターにある国立大学です．マンチェスターはイギリ

スでも天候に恵まれない都市として知られていま

す．ほぼ毎日が曇りで，間歇的な雨に見舞われる事

が多く，青空を拝めるチャンスは稀です（写真 1）．

冬場は晴れの日の方が気温が低く，曇り・雨の日は

気温が 5-10℃程度で晴れの日は 0℃程度まで下がり

ます．

イギリスは食べ物が美味しくないとよく言われ

ますが，それは現代においては間違ったイメージだ

と感じています．街に出ればインド料理を筆頭に，

様々なレストランが揃っていますので，特に食に関

して不満を感じる点はありません．ただし，イギリ

ス名物料理と言われるものが少ないことが“イギリ

スは食に貧しい“というイメージを抱かせるのに一

役買っているように思います．日本ではあまり知ら

れていませんが，所謂イギリスの伝統的料理はオー

ブンを用いて調理したローストチキン等の家庭料

理になります．オーブンはイギリスの生活で重要

らしく，普通の flat（所謂賃貸アパート・マンショ

ン）のキッチンにも当たり前のようにオーブンが備

え付けられています．渡英してからの自分の一番大

きな変化は，オーブンを使って料理するようになっ

た事かも知れません．反面，日本食を日本人好みの

味で作るというのは中々難しいように思います．調

味料や日本米等も中華街にいけば手に入りますが，

価格が普通のスーパーに比べて法外に高いですし，

質もよくはありません．

マンチェスターには 24 時間営業年中無休のスー

パーも多数あり，他のヨーロッパの国のように休日

にお店が開いていなくて困る，といった事態に見舞

われる事もなく，生活の感覚としては日本に非常に

近い印象を持ちました．反面，銀行の受付や賃貸業

者を始め，一般的に海外の人々はこちらが何か主張

しなければ動いてくれませんので，何をするにして

も強い意志を持って自分で動く必要があります．

私 が 所 属 し て い る の は UoM, School of Earth, 

Atmospheric and Environmental Science で，受入研究

者である Mike BURTON 教授の研究室に机を貰って

在外研究をしています．地質関係の研究室は他に

もいくつかあるようですが，私の専門とする火山

学を主に取り扱う研究室はMikeの研究室のみです．

写真 1　マンチェスターの街の風景．
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Mike は火山ガス研究を主軸に火山噴火・マグマプ

ロセスの先駆的な研究を行っている研究者です．彼

とは私がまだ博士課程の学生の時にイタリアで一

緒に仕事をさせていただく機会があり，その時の

縁でこの在外研究が実現しています．研究室には 4

名の非常勤・ポスドク研究者と 4 名の PhD 学生が

いて，中々活気に溢れています（写真 2）．研究テー

マも火山ガス研究を始め，火道流の数値計算や岩石

学等多岐に渡っています．毎週月曜日の午前中には

研究室メンバーが集まってコーヒーを飲みながら

研究の進捗について簡易な報告をする小会議があ

ります．

３．渡航後の研究生活および英語について

私の在外研究テーマは「ストロンボリ式噴火に

おける火山ガス放出過程の解明」です．具体的に

はUoMの研究グループと共同で火山観測を実施し，

火山ガス観測手法の高度化を行いながら，噴火に伴

う火山ガス放出過程の変化を火山ガス放出量・組成

観測によって捉え，噴火現象のモデル化を行うこ

とが最終目標です．研究室に 4 名いる PhD 学生の

うち 2 名（Matthew 及び Benjamin; 写真 2 の右から

4 番目及び 2 番目 siasnn 2nop）は私が今まで行って

来た火山性二酸化硫黄の可視化・定量や組成観測に

基づく研究を行なっているため，UoM では主に彼

らと研究を進める計画です．

渡航後は Mike の住居の別館にしばらく滞在させ

て貰い，住む場所探しや銀行口座開設といった生活

基盤の構築に奔走しました．マンチェスターの家賃

は東京のそれに近い印象です．学生やポスドクの方

はルームシェアをしている人も多いです．

UoM ではポスドクが使用している部屋に席を用

意して貰いました．部屋をシェアしている 6 人中 3

人がイタリア人で，仕事中もイタリア語，昼ご飯も

イタリア系，食後のコーヒーもイタリア系とイタリ

アづくしのため，なんだかイギリスに来たのかイタ

リアに来たのかよくわからなくなる事があります．

渡航してから三週間後の 12 月頭には UoM の定

例セミナーにて研究発表をさせて貰いました．火

山以外の専門分野の人が多いため，自分の今まで

の研究の簡易レビュー（Kazahaya et al., 2011; 2015; 

2016）を行いました．火山ガス関係の質問はありま

せんでしたが，代わりに地殻変動関係の質問を多数

受けました（写真 3）．

更にその一週間後，UoM にて高校生向けのオー

プンキャンパスの室内実験の手伝いをしました．実

験の内容は水飴を用いたマグマの粘性の実験でし

た．私は補佐的な立場で前日までに試験管に水飴を

写真 2　マンチェスター大学の Mike BURTON 研究室所
属メンバー．右端が著者、右から５人目が Mike Burton
教授．

写真 3　マンチェスター大学での定例セミナーの様子．
中央で発表しているのが著者．
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詰めたり，レジュメを作ったりが主な仕事，のは

ずでした（写真 4）．ですが，当日にマンチェスター

で珍しく雪が降って電車が止まり，オープンキャン

パス担当だったポスドクと学生が来られなくなり，

急遽 2 時間ほど一人で高校生を相手に英語でプレ

ゼンと実験指導をする次第になりました．これは

UoM の方々が自分の英語能力を信頼して任せてく

れているという事でもあるのですが，自分としては

自身の英語能力の低さを改めて実感するという意

味で非常に良い体験でした．

逆説的な書き方になりますが，研究生活において

英語能力はさして重要ではありません．相手がこ

ちらに興味を持ち，話を聞くに値すると判断して

貰えれば，例え英語が拙かろうとコミュニケーショ

ンは成立します．ですが，例えば研究室全体の定期

会議での今後の予定の打ち合わせの際など，いちい

ち一つ一つ会話内容を聞き返す事が出来ないため

に苦労することもあります．元々英語の聞き取りが

あまり得意ではない自分にとって，多少なりともス

トレスが掛かる日々が続いています．

今まであまりアメリカ英語だとかイギリス英語

だとかの違いを意識した事はありませんでしたが，

思っていた以上に両者の間には大きな違いがある

という事を痛感しています．クリスマスの時期に私

のセミナーを聞いてくれた別分野の教授のホーム

パーティーに誘われて一緒にダイハード（アメリカ

映画）を見ましたが，イギリス人はアメリカ映画を

英語字幕付きで見るのです．また，英語のアクセン

ト（特に母音の発音）のバラエティが大きく，人に

よって発音が大きく異なるため，中々アクセントに

慣れる事もままなりません．銀行や病院で何度も自

分の“birthday”を聞かれましたが，その度に何を

言われているのか分からずに聞き返したこともあ

ります．

また，日常的に使う単語も日本人がよく知ってい

るそれとは異なる場合が多いです．例えばこちら

の人は書類の軽微な修正が必要な際に“amend”と

いう単語を頻繁に使うのですが，この単語を何も

考えずに英和辞典で引くと「法律などを改正する」

などといった訳が出て来ます．イギリスに来ること

がなければ，恐らく私もこのような英語用法を誤用

と断じていたと思います．そういった意味で，何

が正しい英語で何が間違った英語なのか，よりも，

きちんと正確にコミュニケーションがとれるか，と

いう事の方が余程重要な事なのかも知れません．

年が明けてすぐ，1 月 3 日から三日間，マンチェ

スターの隣町のリーズでイギリス国内の火山学会

（The Volcanic and Magmatic Studies Group）があり，

そちらでも口頭で発表をさせていただく機会をい

ただき，Kazahaya et al.（2016）の内容を紹介しまし

た（写真 5）．残念ながらあまり質問は多くありま

写 真 5　 イ ギ リ ス 国 内 会 議 The Volcanic and 
Magmatic Studies Group での口頭発表の様子．

写真 4　マンチェスター大学でのオープンキャンパスで
用いるマグマ粘性アナログ実験の準備．
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せんでしたが，学会やワークショップで知り合った

イギリス人研究者数名と再会し，来月の 2 月にはケ

ンブリッジ大学でセミナーをさせて貰う事になり

ました．

その後，1 月 7 日から UoM の研究グループと一

緒にニカラグアとグアテマラに二週間ほど共同研

究調査に来ています．（この原稿は出張移動の隙間

時間に執筆しているものです．）産総研に来てから

は，中々学生と触れ合う機会がなくなってしまいま

したが，UoM の学生さんは非常に意欲に溢れてい

るように思います．与えられた自分の研究テーマに

はきちんと沿った上で，指導教官の言うがままとい

うわけでもなく自分から動き，新しい観測・解析手

法の習得にも貪欲で，日本の学生さんと比べると自

立しているという印象を受けています．この違いは

イギリスと日本の文化の違いによる物かも知れま

せん．基本的には私が学生さんたちの研究にコメン

トをするというパターンが多いですが，こういった

学生さんたちの“学ぶ事に貪欲な姿勢”から，私も

多くのものを学ばせて貰っているように思います．

また，現地で共同研究を実施してみて，観測機材

のコントロールに用いるソフトウェア等について

も，如何に今まで自分が手を抜いて来たのかという

事を痛感しています．例えば火山での火山噴煙中の

二酸化硫黄観測を行う際，産総研や気象庁では現地

にて随時噴煙のない青空のデータ測定及び石英セ

ルを用いた装置校正を行なっています．これに対

し，UoM のグループはこれら全てを室内実験結果

からシミュレートしているため，観測手法が簡便で

あり，天候条件が悪くても安定して観測が実施する

ことができます．観測のためのソフトウェアの開

発・改良は時間もかかりますし，それだけでは中々

論文等の成果に結びつけることが難しい作業です．

自分は今までなるべく短い時間と労力で論文成果

を挙げる事を優先事項として研究に従事してきま

したが，こういった基本の部分をきちんと抑えるこ

とを忘れてはいけないな，と改めて感じています．

４．結文

イギリスでの生活も，結論から言うと生活する上

での主要言語が日本語から英語に変わっただけで，

苦労は増えましたが，基本的には仕事場と家を行っ

たり来たりするのが主で，あまり日本の生活と変

わったようには思いません．ですが，イギリスはや

はりヨーロッパ・米国・中南米へのアクセスが日

本と比べて遥かに容易なため，この機会を生かし

て海外研究者とより強い関係性を築いていきたい

と思っています．この原稿を書いているのは 1 月

中旬ですが，1 月末にはイタリアの研究所で装置校

正とセミナー発表をさせて貰う事になっています．

滞在中に少しでも日本とヨーロッパ圏の研究ネッ

トワークの強化に尽力したいと思っています．ニカ

ラグア・グアテマラでの共同研究調査の結果につい

てはまた次回，紹介させていただきます．
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外部委員会等 活動報告（2017年12月～2018年1月）

2017 年 12 月 6 日
新総合基本施策レビュー小委員会（岡村出席 / 文科
省）
アンケート回答のまとめと報告書構成案の議論

2017 年 12 月 8 日
海域活断層評価手法等検討分科会（岡村出席 /）
日本海西部の活断層評価手法について

2017 年 12 月 11 日
地震調査委員会（岡村出席 / 文科省）
11 月の地震活動の評価，九州の活断層評価ほか

2017 年 12 月 15 日
活断層分科会（岡村・近藤出席 / 文科省）
中日本の地下構造，近畿北部の活断層評価など

2017 年 12 月 25 日
南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会・地震防
災対策強化地域判定会（松本（則）出席 / 気象庁）
各機関の最近 1 ヶ月の観測データを持ち寄り，南
海トラフ沿いの地震に関する地殻活動モニタリン
グの評価検討を行なった．

2018 年 1 月 25 日
地震調査研究推進本部第 78 回活断層分科会（岡村・
近藤出席 / 文科省）
中日本地域の活断層の長期評価ほか

2018 年 1 月 26 日
火山噴火予知連絡会拡大幹事会（篠原出席 / 気象庁）

（篠原出席 / 気象庁）

2018 年 1 月 29 日
南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会・地震防
災対策強化地域判定会（松本（則）出席 / 気象庁）
各機関の最近 1 ヶ月の観測データを持ち寄り，南
海トラフ沿いの地震に関する地殻活動モニタリン
グの評価検討を行なった．
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